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（別 紙） 

 

新テレビ会議システムの構築概要について 

 

 

新テレビ会議システムは、各事業所に設置したテレビ会議端末と本店および電算セン 

ター（仙台市泉区）に分散配置したそれらを繋ぐテレビ会議設定装置、信号を伝送する

社内ＩＰネットワークにより構成されます。（図－１参照） 

利用方法は複数の事業所が参加する会議は、テレビ会議端末からテレビ会議設定装置

に繋いで行い、2地点間で会議を行う場合には、端末同士を接続して行います。 

各事業所に設置された新テレビ会議端末は、フルハイビジョンに対応したカメラ、モニ

ター、符号化伝送装置とからなり、事業所内を移動して利用できるキャスターをそなえ

たものや多様な映像メディアにも対応した入出力部をもっています。（図－３参照） 

なお、今回、構築した新テレビ会議システムの概要は以下のとおりです。 

 

【新テレビ会議システムの概要】 

 

 

 

【構築に携わった企業グループ】 

 新テレビ会議システム関連設計施工：通研電気工業株式会社 
 テレビ会議予約システム：東北ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社 
 

 

※１「１０８０ｐ」：高解像度の一つ。有効走査線数が 1080 本で順次走査方式の規格。フル

ＨＤと呼ばれる。ｐは progressive（順次走査方式）の意味。 
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図－１ 新テレビ会議システム構成概略図 

 
  図－２ 社内コミュニケーション手段の多様化とテレビ会議の位置づけ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図－３ 新テレビ会議端末 
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※遠隔ｺﾗﾎﾞ：パソコン画面による簡易なＴＶ電話 




